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入江直祐先生は,刎 頚の友 ともい うべ き小山捨男先生 とご一緒に,新 設 され

た創価大学にいちはや く着任 された。六十歳 といえば,な かなか新天地に赴 く

決断など くだ し難い,定 着の時期だ と思われ るにもかかわ らず,先 生は断固た

る決意で,こ ち らにお見}に なったのであった。す ばらしい名訳を通 じて,お

名前だけは存 じ上げてはいたのだけれ ども,同 じ大学で教鞭 を執 ることになろ

うな どとは夢 にも思っていなか った。何 とい う幸運であろ う!

しか し,生 涯 の友た る小山先生に先立たれた先生の悲 しみ,嘆 きは,想 像す

るに余 りあるものがあ る。

「小 山は,学 生時代か ら酒 ばか り飲 んでいた。ぼ くはもっぱ ら テニス をやっ

てきた。その差が今 ここに出てしまった」 と,洩 らされた ときの先生 の淋 しそ

うな,お 顔が忘れ られない。先生が亡 き友を想い出されぬ 日は,一一日としてな

いであろ う!

入江先生 は,稀 に見 る心優 しいお人柄である。 しか し,先 生 ご自身に対 して

は,き わめて厳 しく律 しておられ るのであろ うと思われてならない。

さて,も うかれ これ八,九 年 も前になるであろ うか,「 娘 は 切手収集 に 凝 っ

ているんです」 と,私 が言 った ことがある。先生は,次 にお会い した とき,早

速,珍 しい外 国切手を何枚 も持 ってきて くだ さった。それか らとい うもの,今

一 一一5



日にいた るまで,外 国の新 しい切手が手に入るとす ぐにも,先 生 はそれを ご持

参 して くだ さるのである。おかげで,数 十枚 もの外国切手が娘 の切手帳を飾 っ

てい る。(ち なみに,先 生 は,ロ ータ リー ・クラブの日本代表のお一人で,世 界

の各国か ら手紙 がお手 もとに送 られて くるのである。)

このことは先生の律義 さを示すエ ピソー ドとして ここにご紹介 しておきたい

と思 う。

私 は,こ れまで入江先生 とは,バ スの中で,し ば しば同席 させていただいた

のであった。その折 は,静 かな 口調でいろいろとお話 しをして くださった。遂

には,そ れが大学への行 き帰 りの,私 の楽 しみになった。私 自身 も英 国 の こ

と,英 文学のこと,な どな どについて質問 させていただいたのだが,そ のたび

ごとに先生の即答が返 ってきた。先生の博覧強記は,驚 きの種であった。先生

のそれとない,滋 味i掬すべ き数々のお言葉は,そ のひとつひとつが今で も脳裡

に焼 きついてい る。

それか らまた,私 は先生に,「 いつかぜひ 何か ご本を出して くだ さい」 と,

お願い した ことがあ る。「教室 でしゃべ ってい るか らね」とい う,ご 返事がはね

返 って きた。先生の汲め ども尽 きせぬ,ご 学識を惜 しむ私 は,一 部の学生ばか

りだげではな く,世 の多 くの人びとに もわかち与}て いただ きたい と願 うか ら

である。先生の 「教壇がすべてだ」 との思いは,恩 師 ・市河三喜先生ゆず りの

竜のに違いない。

なかんず く,シ ェイクス ピアに対する,先 生のご造詣の深 さは,ま ことに驚

嘆に値す るものである。 この並びな き大文豪を文字通 り自家薬籠中のものにし

てお られ るのだ。先生の馨咳 に接す る幸運に恵まれた学生たちが羨 しい!
うすに ご け はい くろず ちまた なら にび ひ かげ

「太陽は今 目醒めた り。薄濁 る御空 の気配,/鍛 め る街 の並び,鈍 色 に 陽影
み を や

渡れば/世 の人は早 も起 きいで,あ なあはれ 罪の子故に/遠 祖 よ り世 々につ
な ウは ひ

たへ し 生業に心を絞 る。/長 き夜を踊 りあかせ し 蕩児等 も吾家にかへ り,
たもとほ ほら ふみ

/俳 徊る夜の剰盗も 山住みの洞に籠 りぬ。/夜 をこめて 本読む者も 漸 く
しび まな こ う ま ゐ もや

に筆 を捨てつつ/痺 れた る眼を閉ぢて 心ゆ く熟睡に落ちぬ。/鵠 こむ る空を

か き分け 押照 らす天津 日影は/さ まざまのこの世の姿,か な しみの人を見果
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て ぬ 。」

むしや どま り

この引用は,ス コッ トの名作r湖 の麗人』の 「巻 ノ六 武者溜」の冒頭にか

かげられた 「歌謡」か らのものである。薄田泣董 を想起させ るような調べの虜

になって しま うのは,私 ひと りではないであろ う。先生の美 しい 日本語,と り

わ け古語の驚 くべき豊かさは格別 である。先生の場合,そ うした語が決 して唐

突な印象を与えることはな く,そ れぞれがそれぞれの位置 におさまってい るこ

とに注 目すべ きであろ う。先生の こうした離 れ業は,シ ェ リーや ロゼ ッテ ィの

訳業 にも見 られ るのである。 しか も,こ の ような稀有の業績が,三 十歳代の先

生 によって成 し遂げ られてい るとは!

人間 として,は たまた学者,教 育者 として,か けが}の ない入江直祐先生を

お送 りしなければな らないのは,わ が創価大学の一大損失であ り,一 大痛恨事

であるに違いない。 しか しなが ら,先 生 ご高齢の こと故,そ れ もいた しかたの

ない ところであろ う。

先生は,か つて講演会で,教 室会場を学生で満た し,は み出した学生を廊下

に釘づ けにされた ことがあった。本学 としては,二 度 と見 られぬ,珍 しい 「事

件」であった。 このことは,と りもなおさず学生たちの先生に対す る敬愛 の念

を如実に物語 るものである。彼 らも先生のこ退任をどんなにか残念が っている

ことであろ う。

私たちとしては,「 先生,い つ まで もお健やかに!長 い間,ほ ん とうにご苦

労 さまで した。 これか らは,悠 々自適を旨として,お 過 ごしくだ さい!」 と,

お祈 りす るほかないのであ る。

そ して,奇 し くも,次 の詩行ほど,先 生に対す る私 自身の惜別 の情 を,美 事

に表わ して くれ るものはほかにない。
まどは ひとふ し け

「魅 しの一節す らも 消ぬがにも響を寄せず/い まははた聞}ず な りぬ。一一
あや

い ざさ らぽ,妖 し の緒 琴 。」 『湖 の 麗 人 』一 「践詩 」 よ り

7


